
The Japan Neurosurgical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Neurosurgioal 　Sooiety

“ Quadrigeminal　Veins ”

の 診断的価値

神戸大学医学部脳神経外科

玉木　紀彦 ・藤原
．

松本　 　悟

潔 ・垰本 　勝司 ・山下　英行

同大学第 1解剖

武 田 明倉

Dねgnostic　Va 輙es
．
6f ‘‘

．

Quadfigbmi血a 畳Veins，ブ

NoRIHIKo 　TAMAK 夏，　M 　D ．
，
　KIYosHI　FuJlwARA

，
　M ．　D ．

，
　KATsusHI 　TAoMoTo

，
　M ．　D ．

，

HIDEYuKI　YAMAsHITA ，　M ．　D ．，　SATosH［MATsuMoTo
，
　M ．　D ．

，
　HAyIMu　TAKEDA

，
　M ．　D ．

Departments（lfハ「eurolOgical 　Surgerア ahd 　14natom ア，
　K （｝ろθ Univθrsiり♪

，
　K ｛）ろe

　Topographic　anatomy ，　anatomic 　var 重ations
，
　and ．　ang 量ographic 　anatomy 　of 　the

veins 　which 　drain　the　quadrigeminal　p董ate 　proper　were 　studied 　and 　described　in　detaiL
The　diagnostic　values 　of 　the　quadrigeminal　veins 　were 　also 　discussed　in　brain　stem
lesions．
Specific　veins 　which 　drai　ned 　the　quadrigeminal　plate　proper　were 　constantly 　found　in
the　anatomic 　specimens ，　We 　designated　these　veins　as

“ Quadrigeminal　veins ．
” There

were 　two　types　of 　variations 　of 　the　quadrigemina豆veins 　in　anatomic 　studies ．　These
．

veins　had　a　close
，
　anatomic

，

．
and 　angiographic 　correlation 　with 　the　quadrigeminal

plate，　They　outl丘ned 　the　pos韮tion　and 　cbn 且gurat圭on 　of 　the　quadr 玉geminal　plate　on 　the

lateral　pr（｝jection　of 　the　venous 　phase　of 　the　ver 耄ebral 　angiography ．　The　whole

structure 　and 　each 　part　of 　the　mesencephalon 　were
．
delineated　from 　the　quadrigeminal

ve 壼ns 　in　combination 　with 　other 　mesencephalic 　veins
，
　such 　as　the　posterior　mesenoe −

phalic　veins
，
1ateral　mesencephalic 　veins ，　and 　the　 mesencephalic 　segment 　of 　the

ante 士ior　ponto−mesencephalic 　veins ．

　　The　quadrigeminal　veins
’
showed 　characteristic 且ndings 　in　the　course 　and 　con 一

且guration　inゆe　pontine　and 　mesencephalic 　tumors ．　They　were 　also　of ．use 　in　the
diagnosis　of 　tumor 　extension 　of 　braiR　stem 　tumors ．

　　The　atrophy 　of 　the　brain　stein 　hhd　post6rior　fbssa　structures 　we
’
re　evaluated　by　the

mesencephalic 　and 　cerebellar 　veins ，　such 　as　quadrigeminal　veins ，　anterior 　ponto −

mesencephalic 　vein
，
　precentral　cerebellar 　veins

，
　and 　supraculminate 　vein ．

　　The　qdadrigeminal　veins 　were 　of 　great　diagnostic　value 童n 　these　rさspects 　as　des−

cribed 　above ．

　Thls　paper 　vvas　presented　at　the　3rd　Meeting 　of 　the　Japan 　Neuroradiological　Society，　February
I6，1974 ，

　ih　Tokyo
，
　and 　at

’
　the 　33rd　Annual 　Meeting 　of 　the 　Japan　Neurological　Society，　October 　23

−25，1974，jn　Sendai．
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L 緒 言

最近 の 脳 神経外科領城に お い て は ，microsurg6ry の 普

及 と，手 術器 具 の 改良 に伴 う手 術手 技 の 向上 ，な らび に

術前
・術後管理 法 の 発達に伴い ，従来は手 術が困難と さ

れ た部位 の 病変 に 対 して も手術適応 が次第 に拡大 され つ
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つ あ る．

　
一

方神経放射線学的診断学 の 領域に お い て も， そ れ と

平行して 拡大脳血管造影 の 発達 に 伴 い ，小 さな病変 を早

期に診断する こ とに 努力が なされ て い る，従来は 手術 が

困難と され て い た病変も ， もし そ の 病変が非常 に小さく

て 早期 に 診断 で きれ ば，今後 手 術的治療 も可能 となる で

あろ う．

　こ の よ うな意味 か ら従来注目 され なか っ た微細な脳 の

血 管が ， 小さな病変 の 早 期診 断 にそ の 価値 を発揮す る よ

うに な り ， 従 っ て こ の 方面 の 解剖学的 お よび 神経放射線

学的研究が今後切に 望 まれ る とこ ろ で あ る．

　私共 は数年来脳 幹 お よ び 後頭蓋窩 の 微小な 静脈 の 解剖

学的お よ び レ 線学的研究 を続け て き た が，今回四 丘 体を

灌流す る固有 の 静脈 を見出 し た の で，そ の 局所解剖 ， 正

常変異 お よ び 神経放射線学的解剖を研究 し ， 四 丘体近 傍

の病変 に お ける こ の 静脈 の 変化 とそ の 診断的価値を検討

した．

II．研 究 方 法

　神戸大学第 1解剖学教室に 献体され た遺体 5 例 を 用

い
， 死後24時間以内に両側内頸静脈 に canulation し，ポ

リエ ス テ ル 系合成樹脂を注入 し た．約24時間ホ ル マ リ ン

中で 樹脂の 硬 化 を待ち，脳全体を硬膜 を付着 した ま ま摘

出 した。こ の 脳静脈系合成樹脂注入 脳 を 3 〜4 カ 月間ホ

ル マ リン 中に 固定 した後，硬膜 ， ク モ 膜欝よび動脈系を，

除去 し ， 特 に 直静脈洞 に流出す るガ レ ン 大静脈 とそ の 分

枝を，双 眼顕微鏡 を用 い て 注意深 く保存す る よ う努 め

た，間脳 レ ベ ル で 大脳を切離 し ， 中脳特に 四丘 体を灌流

す る静脈系の 局 所解割 を詳細 に 検討 し た，

　経大腿動脈カ テーテ ル 法 に よ る選択的椎骨動脈造影 の

正 常静脈相55例 に っ い て ，上 記 の 方法 に よ る 解剖学的研

究に 基 き ，

一
部立 体撮影 の 応 用 に よ り，本静脈 の 神経放

射線学的所見すなわ ち造影部位，造影頻度，正常変異等

を検討 した，ま た最近経験 し た 四丘 体近 傍の 病変 にお け

る本静脈 の 変化 を分析 し ，そ の 診断 的 価値 を検 討 し た，

m ，結 果

　解剖学的研究 ；

　 1） 中脳 の 四 丘 体 を 灌流す る静脈 は 5 例 の 剖検脳 の す

べ て に見 られ ，
こ の 静脈 は 四 丘 体 を灌流す る 常在 の ， 固有

の 静脈 で あ っ た，こ の 静脈を
“
四 丘 体静脈

”

，
“ Q．uadri −

geminal 　ve 三ns
”

と 名づ けた ．

　2）　
“
Q．uadrigeminal 　 veins

”
は解剖学的 に そ の 流出

す る 静脈 とそ の 発達 の 程度 か ら大 き く 2 っ の 　 variatien

に 分類す る こ とがで き た，

　3） 四 丘 体 と小 脳 中心 小 葉 の 間 に介在 す る前中心 小 葉

裂 とそ の 上部 の 四 丘体槽 の 中で ， 左右 の 上丘 と下丘 の 背

面を網状 に 灌流 した の ち それ ぞ れ 1対 の 静脈 す な わ ち

‘‘
supcrior 　and 　inferior　 quadrigeminal　 veins

”
とな b，

後上方 に四 丘体槽 の 中 を走 り，そ れ ぞれ独立 して前 中心

小脳静脈 （precentral　cerebellar 　vein ） ま た は 上小脳静脈

（superior 　cerebe11ar 　vein ）に 流 出 し て い た （Fig ・　1）・

　4） 他 の variation は
“
Q．uadrigeminal 　veins

”
カミ非常

に よ く発達 し， precentral 　cerebellar 　ve 三n とほ ぼ 同 じ太

さ で あ っ た．上 丘 と下丘 の 側面 お よ び 背面 を 灌 流 し た

t‘
suPcrior 　and 　inferi。r　quadrigeminal 　veins

”

力雪四 丘体槽 で

互 い に 結 合 し1本 とな り，precentral　cerebellar 　vein の 1分

枝 とい うよ りは ，む しろ precentral　cerebellar 　vein とは

独 立 に ，ま た は合流して 共通 幹 を形成 し て ， ガ レ ン 大静

脈 に 流入 し て い た （F三g・2）．上 記 の 2 つ の variation を

シ ェ
ーマ で 示 した の が Fig．3 で あ る．

　神経放射線学的研究 ：

　1＞　
“
Q．uadrigcminal 　 veins

”
の 血管造影上 の 造影部

位 と造 影頻度 ： Quadrigeminal　 veins 　 は選 択 的椎 骨動

脈造影静脈相に お い て posterior　mesencepha 工ic　 vein の

後下方で precentral　cerebel ］ar 　ve ；n の 前上方す な わ ち両

静脈 の 問に 造影 され る （Fig．4）．

　
‘‘Q ／uadrigeminal 　veins

”
の 造影頻度を検討す る と （Fig．

5），造影の 良好 な も の 43．6％，わ ずか な造影 29．1％で

選 択的 椎骨動脈造影 の 全症例55 例中72．7％ に 造 影 さ れ

鑑 ．

罍 躍 讚

輜
鑼
灘

飜

Fig　L　 A 矼ユ atOmy 　 of　 the
‘鹽
Quadrigllmina［veins

’驢

　 M ．；　 Mescncephalon ，皿 ．　 Third 　 ventric 三e

　C．S，：　 Colljculus　super 三〇 ら　C ，1，： CoUiculus　in−

　 　 　 　 ferior

　 G．：　 Vein 　 of 　Galen
　 I．C ．：　　Internal　 Cerebral 　 VelnS

　 P．V ．：　 Pineal　 vein
　 Pr．V ．： Precentral 　 cerebellar 　 vein

　S．Q ．： SuperiQr　quadrigemina 】vein

　Lq ．： InferiOr　qUadrigeminal　vein
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　 2）　 中脳 の 血 aSE
　ts影解剖 ：

“Quadrigeminal　veins
”

の

起始点 が 中脳四 丘 体 の後縁 に 相当す るた め ， 四丘 体の 後縁

驪

w

離
夢
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γ囁

沁
婚
囁  
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朔

瞬ギ
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篝

Fig．2，　 Specimen 　 sh て冫wing 　 other 　 variant ・

　 S．S．：　　Straight　sinus

　 G ．：　 Great　 cerebral 　 vein 　 of 　Galen

　 S．V ．： SuperiQr　vermian 　vein

　 B．：　　 Basal　vcin

　 L ．M ．： Lateral　 me 〜encephalic 　 vein

　 S．C ．： Supracul皿 inate　vein ．

　P．C 、：　Pre6ent魚！cピrebellar 　vein

　 M ．：　 Mesenccphalon

　 C．S．：　 Co王liculus　 superior

　 C ．1．：　　　Colliculus　三nferior

　 Q ．：　
“
Quadrigeminal　veins

”

Fig．3．
　 S．S，
　 G ，：
　 1，C ．：

　 B『：

　 A ．P．M ．

　 S．V ．：

　 S，C ，：

　 P．C ．
　 P，：

　 C ．P．：
　 C ．S．：

　 C ．1，：

　　  

　　  

A，PM

Variations　 of 　the 　quadrigeminal　 vcins ・

Straight　sinus

Great　 cerebral 　 vein 　of 　Galen
Interntしi　 Verebral 　 vein

Basal　vein

AnteriQr　ponto−mesencephalic 　vein

Superior　vermian 　vein

Supraculminate 　vein

Precentral　 cerebellar 　vein

Pineal　vein

Corpus 　pincale
CoU ｛culus 　superior

CoUiculus　inferior

濫盤緇監嬲麟 ：畿｝
“
贓

rigeminal 　veins
’，

の 輪郭は こ の 静脈 に よ り描出される．申脳 の他 の 静脈すな

わ ち anterior 　ponto−mesencephalic 　vein ，　posterior　mese ．

ncephalic 　vein ，お よ び lateral皿 esencephaiic 　vein を組

合 わ せ る と中脳 の 全輪郭および 中脳 の 各部分 の 形態が よ

く把握 で き る．すな わ ち側面像 に お い て ，
anterior 　ponto−

mesencephalic 　vejn の mesencephaic 　segment と　
“ Qua−

drigcminal　veins ”

の先端が中脳 の 前縁 お よ び後 縁 ｝こ 相

当 し，
Crus　 cerebri と Tegmentum の 外側 の 境界線 で あ

る lateral　 rnesencephalic 　sulcus に そ っ て lateral　mesen −

cephalic 　vein が 上 下 に 走 り pDsterior　mesencephalic

vein と petrosai　vein を 吻 合 し て い る．従 っ て lateral

mesencephalic 　vein は Crus 　cerebri とTegmentum の 境界

線 に相当する，pDsterior　mescnophalic ．　vein は 中脳 の 上 縁

近 くを 前後に 走行 して い る （Fig・6）・前後像 に お い て 中 脳

の 形態は 両側 の posterior 　mesencephalic 　vcins に よ り描

出 され る．

　 3） 四 丘体近傍の 脳槽の 描出 ：　 中脳の 輪郭が描出可

能 で あ る こ とか ら，鞍背，直静脈洞 ， ガ レ ン 大静脈 ，前中

鑿轡内

　 　 　 薦；：，
　　　 蟹
難

轟

Fig．4，　 Normal 　angiogram 　of 　the
‘‘
Q／uadrigeminal

　 　 ，　　 ，，
　 vel 口 S　．

　S、S、：　Straight　sinus

　 G ．：　 Great　cerebral 　vein 　ofGalen

　 I．C ．：　 Internal　cerebral 　vein

　 B ．：　　　 Basal　vein

　 L．M ．： Lateral　mesencephalic 　vein

　S．V ．： Superior　vermian 　vein

　 Q ：　
“
（か adrigeminal 　veins

”

Opacユficatlon　 of 　 the　 quadrigeminal 　 veinal 　 veins ．
GQod　 visualizatin

Poor 　 visualizaeion

Non帋visualization

N（Lof 　cases

Fig，5，0pacification　of 　the ｛
“Q／uadrigeminal 　veins

”．
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Fig．6．　 Angiographic　 anatomy 　 of 　 the　 mesen 一

cephalon 　and 　surrounding 　cisterns ．

Q．：

P，C ，：
S．C ．：

Q／uadrigeminal 　vcin

Precentral　cerebellar 　vein

Supraculminate　vein

A ．P．M ．： Anteri6r　ponto−meg ．　encephalic 　vein

PB1

．P，C．：

P，P．C ．：

9．　．C ．C ．：

Q ．C ．：

Pineal　vein

Basal　 vein

Interpeduncular　cistern

Prepontine　cistern

Supracerebellar　cistern

Q ／uadrigemlnal 　cistern

Fig，7，　 Autopsy 　specimen 　showing 　the　mass 　lesion

　in　the 　mcsencephalon 　and 　dor5al　pons

心 小脳静脈 ， 上 虫部静脈等 と組合わ せ る と 中脳 周 囲 の 脳

槽 ， 例 え ば脚問槽 ， 四 丘 体槽 ， 小脳上部槽等 の 大き さ，

お よ び形態 を明確 に 把握す る こ とがで きる （Fig・6）．

　4）　 四 丘 体近傍 の 病 変 に お け る
“ Quadrigeminal

veins
”

の 変化 ； 中脳 原発 の space −occupying 　lesi・ n （Fig・

7）に お い て ，
“
Q．uadrigemina ・1　vc 三ns は 後下 方に 偏位 し ，

anterier 　mesencephalic 　 vein との 距離すなわ ち中脳の 前後

径が増大 してい た．“ Q．uadrigeminal 　veins
”

は precentral

cerebeilar 　veins に接近 し て い た （F三9・8）．

韈

、羞 鸞 ・

鑼礪
鷺

覊

鸚

鑞野 覊
　煙ヒ
垂

絆
轟

Fig．8．　 Angiogram 　of 　thc　same 　patle且 t　as 　Fig．7．

　The 　quadrigeminal　veins 　are 　d量splaced 　backward

　 and 　downward （arrows ）．　Approxima むion　 of 　the

　quadr三gem 三nal 　 veins 　to　the　precentral 　 cerebel ［ar

　vein 　is　present．

蓄

。亀

Fig・9・ Pneumoencephalogram 　of　 the 　pontine

　 tumor ，

　
一

方橋腫瘍 の 中脳 へ の 進展が 考 え られ る症例 （Fig．9＞

に お い て は，
F‘Cltuadrigeminal　veinS

”

は下 方 か ら上 方 に

偏位し，precentral　cerebellar 　vein は後方に偏位す るた め

両静脈 は 互 い に 離開 し た 形 を示 し た （Fig・且o）．中脳 ・橋

腫瘍にお い て そ の 原発巣 と進展方向 の 診断 が こ の よ うに

血管造影上 の
“Q．uadrigeminal 　veins

”
　 の 変化 か ら可 能

な こ とが ある，

　中脳 ・橋 ・小 脳 の 萎縮性 病変 に お い て は （Fig．11），
“C！tuadrigeminal　veins

”
と anterior 　mesencephalic 　 vein

との 距離， す なわ ち中脳 の 前後径 の 狭小 化 が み られ ， 他 の

静脈 お よ び 静脈洞等 の 組合わ せ に よ っ て 表現される pre−

central 　cerebellar 　 fissure
，
　 quadrigeminal　cistern

，
　 inter一
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靉

灘 夢、

Fig．10．　 AngiQgram 　of 　the　same 　pat三ent 　as　Fig．9．

　The 　quadrigeminal　 veins 　 are 　displaced　 upward ．

　 SepartiQn　 of 　the　 quadr 三geminal 　 veins 恥 m 　 the

　backward 　displaced　precentral　 cerebellar 　 vein 　is

　 seen ．

　Q．．：　 Q／uadrigeminal 　veins 　dispiaced　upward

　P ・C ・：　Precentral 　cerebellar 　vein 　displaced　back−

　 　 　 　 ward

　S、C ，：　 Supraculmlnate　vein

tn 諏 螂 零
・
羅

Fig．11．　 Angiogram 　showing 　small
，
　atrophic 　 mes −

　 encephaIon ，　pons ，　and 　cerebellar 　verm 三s．　Cisterns
　 around 　these　structures 　are 　widened ．
M ．：

P．：

C ．V ．：

1，P，C ．：
P．P，C ．：

Q ．C ．：
S．S，C ．：

Q ．：

MesencephaIon

PonsCerebeIlar
　vermis

Interpeduncular　cistern

Prepontine　cistern

Q／uadrigcminal 　cistem

Supracerebellar　cistern
‘‘

（2uadrigeminal　vein
”

peduncular　cistern
，
　pre−pontine　cistern ，　 supra ・cerebellar

cistern 等 の 著明 な拡大が認め られ た，　中
｝
ffSl・橋 ・小 脳

の 容積 の 減少 ， す な わ ち萎縮 とそ の 程度 の 診断が可能で

あっ た，

IV．考 察

　 中脳 を 灌流 す る静脈系 の うち ， そ の 前面 お よ び 側面 を灌

流す る静脈 ， すなわ ち anteri 。 r　mesenccphalic 　vein
，poste−

rior 　mesencephalic 　vein ，　Iateral　mesencephalic 　vein に つ

い て は す で に 詳細 な 解剖 学的お よ び レ 線学的研究 の 報告

があり
1渺 の 5）1D

， 血管造影上 よ く注 目され 日常 の 血管造

影診断 に も用い られ， その 診断的価値が
一
般に 認 め られ て

い る．しか し 中脳 の 被蓋すな わ ち 四 丘体を灌流す る 静脈

は これま で注 目され ず ，
Huang ら DS　Precentral　cerebellar

．ve 焼｝5関す 否研穽の 中で
3 ）4） “ li咫 吻 ，　c。11iculi，小 脳上

面か ら の 小静脈 h9　precentral　cerebellar 　vein に流入 す る

こ と があ る
”

，

“
precentral　ccrebellar 　vein は前中心小脳

裂 の 深部 で 正中分枝 ， brachial　veins ，　 interbrachial　 vein

や，四 丘 体か ら の 小枝 （small 　twig ） を受 け て い る
”

と の

記載があ る だ けで ， こ の
“

四 丘 体静脈
”

に 関す る 系統的

な解剖学的 ・レ 線学的研究 は ， 著者ら が調査 し た範囲で

は 見 られ な か っ た．

　 私共 は数年来 ， 後頭蓋窩お よ び脳幹 の 微細 な静脈系 の

研究費，主 と し て 剖検脳 を用 い て 脳 静脈 系 合成樹 脂注入

標本を作製して 行 っ て きた が
9）1°）11｝，　 こ の

“
Quadrige−

minal 　velns
”

』
は そ の

一
連 の 研究に お い て 見出 したもの で

あ る．

　 こ の
“
Q．uadrigeminal 　vcins

”
　 は 従来診断 に 用 い られ

て い た 静脈 に 比 し さ ら に微小 で あ るた め ，い ま だ臨床上

そ の 診断的価値 は認識 され る に 至 っ て い な い ．し か し本

研究か ら明らか な よ うに四 丘 体は ， 松果体 と同様 ， 解剖

学的 に 明確 な脳幹 の 1単位 で あ り，今後血管造影 の 診断

装置の 改良に よ り，こ の よ うな微小な解剖単位 を栄養す

る動脈系 ， お よ び灌流す る静脈 系が 注 目され，解剖学的

諮ホび 神経放射学的研究
7）9）

が 行 われ ， さ らに 臨床面 で

腫瘍の 早期発見に応用 され て診断的価値を 獲得す る時代

が 到来す るで あろ う．

　 最近導入 され た cerebraI 　magnificat 三〇n 　angiography を

応用 すれ ば直径 150〜200microns の 小血管 カミ鮮明 に造影

され る
e）S）IZ ）IS ）14 ）・　 こ れ に 立体撮影や局所 の ス ポ ッ ト撮

影等を応用した り， 撮影装置お よび方法 が さらに進歩す

れ ば，
“
Q．uadrigeminal 　veins

”
も，特に 微小な病変 の 早

期診断 に 用 い られ ，診 断 的価値 を発 揮 す る よ うに な る で

あろ う．

　 脳 の 表面 の 血管分布 をみ る と動脈系 は ク モ 膜下腔に比

較的遊離 した 状態 で 存在 して い る の に反 し，静脈 系 は 脳

実質 の 表面 に密着し て 走行 して い る，従 っ て 表在性 の 静

脈 の 血管像か ら脳実質 の 形態を把握す る こ とが で き る．
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す な わ ち腫瘍に よ る脳実質の 変形 は動脈像よ り静脈像に

よ る方 が よ り忠実 に 表現 され る と考 え られ る．

　一
方脳幹 ま た は 後頭蓋窩構造 の 萎縮性病変 は，上 記 の

解剖学的な理 由に よ り，動脈系 の 変化 か ら は と らえ る こ

とは 困難で あ る．脳幹 お よ び 後頭蓋窩 の 萎縮性病変 の 診

断 に は ，主 と し て気脳 断 層撮影が有効 で ある が ， 脳実質

に 密着 して 走行して い る脳幹部の 表在性静脈 の 血 管 像

は，脳実質 自体 の 輪郭 を よ く描出 して い る た め ， そ の 近

傍 の 萎縮性病変の 診断 に は 極 め て 有用 で あ り，診断的価

値が高 い とい え る．

　 こ の
“quadri暮eminai 　venis

”

の 研究 に よ り 従来気脳

断層撮影 で なけれ ば診断が困難で あ っ た 中脳 の 前後径を

明確 に 血管造影 に よ り知 る こ とが で き る よ うに な っ た．

ま た 他 の 静脈 系 と組合 わ せ る と四 丘 体槽や小脳 上部槽 の

大 き さや 形 態も血管造影 に よ っ て 知 る こ とが 可能 に な っ

た．

　 microsurgery の 普及や 手 術器具 の 改良に伴 う手 術手 技

の 向上 ， および 脳腫瘍 に 対す る他 の 保存的療法 の 発展 に

よ り， 従来予後不良 と され て い た 脳幹部の 腫瘍も，腫瘍

が微小 で 極 め て 早期に 診断 され れ ば ， 患者 の 予 後 は も っ

と向上す るで あろ う．診断装置 の 改良 と脳神経外科治療

法 の 向上 に 伴 い ， 今後 は 早期診断 の た め に ，微細な脳 血

管 の解剖学的お よ び 神 経 放射線学的 研 究 が 切 に 望 まれ る

と こ ろ で あ る．

v ．結 論

　
“ Q．uadrigeminal 　veins

”
は 四 丘 体 を灌流す る 常 在 の

固 有 の 静脈 で あ る．血管造影上，本静脈 は 中脳 の 四 丘 体

の 位置お よ び形態，さらに 中脳全体 の 輪郭 を描出す る．

従 っ て そ の 血管像か ら中脳全体 の 大きさ，位置 ，形態 を知

る こ とが で き る．他 の 中脳 の 静脈 と組合 わせ る と，中脳 の

各部分すなわ ち Crus　cerebri ，　Tegmentum，　Tectum を血

管造影上 明確に 区別 す る こ とがで き る．“ Q．uadrigeminal

veins
”

は 中脳 お よび 橋等 の 脳 幹部腫瘍に お い て 特徴的

な走行変化 を示す．また 腫瘍の 進展方向の 診断 に も有用

で あ る．

　脳幹 の 萎縮性病変 の 有無 とそ の 程度 の 診 断 も，こ の

“ Q．uadrigeminal 　vei ．nsl
’
お よび 他 の 中脳お よ び 橋 の 灌

流静脈 の 変化 か ら可能 で あ る．

　以 上 の よ うな 点 で
“
Q．uadrigcminal 　 veins

”
は 診断的

価値 が 大 で あ る と考えられ る ．

　本論文 の 要旨は 第 3 回 日 本神経放射線研究 会 （1974年

2 月16日）お よ び第33回 日本脳神経外科学 会 総 会 （1974

年 10月23日） に お い て発表 し た，本研究の 解剖学的研究

に 使用 し た 合成樹脂 に 関 し て は 日本触媒工 業株式 会社，

今井雅也氏 の 御指導に よ っ た．こ こ に 心か ら深謝 い た し

ます．
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